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第 71 号

秦野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動費用の公費負担に関する条例の一部を改正
することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：公職選挙法施行令の一部改正により、選挙運動用自動車の使用や選挙運動用ビラ、選挙
運動用ポスターの作成に係る公費負担の限度額が引き上げられたことに伴い、燃料代を除き、
それらの額に準じて、本条例に規定する公費負担の限度額を引き上げるもの

第 72 号

秦野市職員の給与に関する条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
要旨：人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、一般職職員の給与と給与制度について所
要の措置を講じるもの。民間給与との較差を埋めるため、職員全体の給料月額を平均 0.25％引き上げる
とともに、勤勉手当の支給率を年間で 0.1月分、引き上げるもの。また、再任用職員の多様な知識や経
験を幅広く活用できるよう、定年前の職員と同様に職位を、給料表 1 適用の再任用職員については 8 階
級に、給料表 2 適用の再任用職員については 5 階級にし、それぞれの給料月額を新たに規定するもの

第 73 号
秦野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：雇用保険法の一部改正により、同法の失業等給付に準じている本市の退職者としての失
業者に係る退職手当について、給付の対象者、内容などを見直すため改正するもの

第 74 号

秦野市市税条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
要旨：地方税法の一部改正により、条例に定める軽自動車税や固定資産税の規定について改正す
るもの。軽自動車税は、平成 28 年度中に新車登録を行った 3 輪以上の軽自動車のうち、一定の
環境性能を有する車両については、29 年度分の軽自動車税に限り課税額を軽減するもの。また、
固定資産税は、28 年 4 月1日から 30 年 3 月 31日までに取得した太陽光発電等特定再生エネ
ルギー発電設備について、課税年度から 3 年度分の固定資産税の課税標準を軽減するもの

第 75 号
秦野市表丹沢野外活動センター条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇要旨：表丹沢野外活動センターの施設として、新たに整備する「いろり棟（昔の生活学習館）」
を加えるとともに、その使用料の額について定めるもの

第 76 号 秦野市小児等医療費の助成に関する条例の一部を改正することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●要旨：1 ページに詳細を掲載

第 77 号
秦野市介護保険に係る指定地域密着型サービス事業に関する条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：介護保険法の一部改正により、利用定員18 人以下の小規模通所介護が指定地域密着型サービスの一
形態とされ、この事業者に対する指導監督が市の権限とされたことに伴い、その運営の基本方針を定めるもの

第 78 号
秦野市道路条例及び秦野市下水道条例の一部を改正することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：道路法第 39 条の規定に基づいて徴収している道路占用料と下水道条例で定める通路占用
料について、固定資産税評価額の評価替えによる地価の動向などを考慮し、見直しを図るもの

第 79 号 秦野市公共下水道使用料徴収条例の一部を改正することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ●要旨：1 ページに詳細を掲載
第 80 号 平成 28 年度秦野市一般会計補正予算（第 4 号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：7 ページに詳細を掲載

第 81 号
平成 28 年度秦野市水道事業会計補正予算（第 2 号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：職員給与費 716 万 6 千円を減額するもので、内訳として、収益的支出を 835 万 9 千円
減額し、資本的支出を 119 万 3 千円追加するもの

第 82 号

平成 28 年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第 2 号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

要旨：職員給与費 200 万 4 千円を減額するもので、内訳として、収益的支出を 376 万 9 千円減額し、資
本的支出を176 万 5 千円追加するもの。これに伴い、収益的収入の雨水処理負担金を 345 万 8 千円減
額するもの。また、27 年度から 3 カ年の継続費を設定している浄水管理センター改築事業費について、1
億 9,700 万円の不用額が生じたことから、継続費を変更するとともに、不用額の財源であった国庫補助金を、
汚水と雨水の管きょ整備事業で活用することとし、29 年度に予定していた工事の前倒し、さらには、市単
独工事を国庫補助事業の対象として実施するため、資本的収入を760万円減額し、資本的支出を1億 8,940
万円追加するもの。また、収入となる企業債について、借入限度額を変更するもの。また、27 年度下水道
事業債の過大借入れへの対応について、借入れ先である地方公共団体金融機構への補償金の支払いと繰り
上げ償還をするため、収益的支出を 359 万円、資本的支出を1億 1,250 万円をそれぞれ追加するもの

第 83 号 平成 28 年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：職員給与費として、334 万 3 千円を追加するもの
第 84 号 平成 28 年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号）を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：職員給与費として、455 万 2 千円を減額するもの

第 85 号
平成 28 年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1 号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：職員給与費として、54 万 3 千円を追加するもの。また、75 歳以上の人間ドック申し
込みが、当初予算を上回る見込みとなったことから、200 万円を追加するもの

第 86 号 秦野市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：7 ページに詳細を掲載
平28陳情第9号 名古木 38 番地の認可保育園建設計画地の見直しを求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● 〇 〇 ●
平28陳情第10号 重度障害者医療費助成制度継続についての陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平28陳情第11号 介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現を求める陳情 趣旨採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平28陳情第12号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員のため国に意見書提出を求める陳情 趣旨採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平28陳情第13号 人間らしい生活の保障を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● ● 欠 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ●
平28陳情第14号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● ● 欠 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ●
平28陳情第15号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ●
平28陳情第16号 公民館の使用料値上げ反対の陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● ● 欠 ● ● ● ● ● 〇 〇 ●
平28陳情第19号 カルチャーパーク野球場の使用料を現行どおりとする陳情 継続審査
議提議案第6号 小児医療費助成制度の拡充を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●
議提議案第7号 介護職員の処遇改善を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議提議案第8号 安全・安心の医療・介護実現のため医師・看護師等の大幅な増員と労働環境の改善を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
報告案件 工事請負契約の変更／秦野市特定教育・保育及び特定地域型保育の利用者負担額等を定める条例及び秦野市社会福祉施設入所等の費用の徴収等に関する条例の一部改正

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部

改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
議
案
の
審
議
を
行
い
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
23
日
か
ら
の
３
月

定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
予
算

審
議
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

本
年
も
市
政
の
発
展
に
向
け
、

議
会
改
革
を
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
読
み
や
す
く
、
親

し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続

き
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※会議の日程および時刻は変更することがあります。
※議員への議案送付は、2月 16日（木）の予定です。

2月 20日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
23日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会・施政方針・提案説明）
27日（月） 〃 代表質問
28日（火） 〃 代表質問

3月 1日（水） 〃 本会議（議案審議）
本 会 議 終 了 後 予算特別委員会（初委員会）

2日（木）午 前 ９ 時 予算特別委員会（平成 29年度予算：総務分科会）
3日（金） 〃 予算特別委員会（平成 29年度予算：文教福祉分科会）
6日（月） 〃 予算特別委員会（平成 29年度予算：環境都市分科会）
7日（火）午 前 ８ 時 45 分 議会運営委員会

午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会
常任委員会閉会後 予算特別委員会（補正予算：総務分科会）

8日（水）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会
常任委員会閉会後 予算特別委員会（補正予算：文教福祉分科会）

9日（木）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会
常任委員会閉会後 予算特別委員会（補正予算：環境都市分科会）

13日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会（審査事件がある場合に開催）
14日（火）午 前 9 時 本会議（一般質問）
15日（水） 〃 本会議（一般質問）
23日（木）午 前 9 時 30 分 予算特別委員会（座長報告・委員会採決等）

特別委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
本 会 議 閉 会 後 議会運営委員会
議会運営委員会閉会後 議会報編集委員会

3 月定例会日程

※3月定例会で審査する請願・陳情の提出期限は 2月14日（火）午後 5時までです。

災害時における議会の役割を学ぶため 
議員研修会を開催しました

　１月１６日（月）に東日本大震災時に、岩
手県大船渡市議会事務局長でいられた金野
周明氏を講師に招き、当時の状況や議員活
動の様子などを学ぶ、議員研修会を開催し
ました。
　なお、今回の研修を参考に議員の災害時
の行動マニュアルなどを作成する予定です。




